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               審   査   の   要   旨 
 
 本論文では、凝集速度に与える流れの効果、静電力、ならびに吸着性イオンによる電荷反転の
影響を、種々のモデルコロイド粒子を用いた測定と理論解析を通して明らかにしている。流れ場
中の凝集速度への静電力の影響について、より厳密な表式を用いた定量的な解析をはじめて実施
している。さらに、吸着性イオンの存在下では異符号に帯電した粒子間に電気的斥力による凝集
の阻害が発生するという特異な挙動や、乱流中の異径粒子間の凝集挙動が伸長流における挙動と
して扱いうることを理論解析に基づき説明している。本論文を通して確立された解析手法や、得
られた実測値および解析結果は、環境中でのヘテロな凝集機構を考察する上で重要であり、学術
的に高く評価できる。 
 平成３０年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
